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2007年3月末までに発行の刊行物�
『歴史民俗資料学研究』第12号�
『渋江公昭家文書目録』（2）�
神奈川大学歴民調査報告第4集�
本山雑記（2007年3月刊行）�
水産総合研究センター所蔵古文書目録─山口県関係史料─�
●編集：第3班「環境と景観の資料化と体系化」�
●編集：第1班「図像資料の体系化と情報発信」�
『図像・民具・景観　非文字資料から人類文化を読み解く』�
シンポジウム報告�
『歴史災害と都市―京都・東京を中心に―』（2007年2月刊行）�
シンポジウム報告�
●編集・発行：立命館大学21世紀COEプログラム「文化遺�
　産を核とした歴史都市の防災研究拠点」�
　神奈川大学21世紀COEプログラム研究推進会議�
『マルチ言語版「日本常民生活絵引」』第2巻�
研究成果報告書�
ホームページに新しいデータベースがアップしました�
「名所江戸百景」と江戸地震データベース�
�
●編集・発行：神奈川大学大学院外国語学研究科�
『神奈川大学大学院　言語と文化論集』第13号�
2007年2月刊行　A5判　194頁�
●発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科�
●編集：田上繁／発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科�
『財界人の戦争認識─村田省蔵の大東亜戦争─』（半澤健市著）�
歴史民俗資料学叢書2
●編集：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科�
●発行：神奈川大学21世紀COEプログラム研究推進会議�
A4判　321頁�
�
安政3年（1856）2月から出版されはじめた歌川広重「名所
江戸百景」には安政2年（1855）
10月2日の地震の影響が色濃く反
映されています。従来の名所絵解
釈とは異なり、地震と関係のある
33点の名所絵を選び、その地点の
地震被害および名所絵に描かれた
震災の痕跡を解説します。�
http://www.himoji.jp/database/db03/
奥三河において山林経営の傍ら町長を務めた原田清は、澁澤
敬三や柳田國男、早川孝太郎らとも交流があり、設楽地域の
民俗研究にも造詣の深い地方知識人であった。彼が残した『本
山雑記』の翻刻にあわせ、巻末に原田畊作「父を語る」、伊藤
敏女「早川孝太郎と原田清─綾なす軌跡と回帰─」、斎藤美
奈子「『本山雑記』とその時代」、橘川俊忠「解題」を掲載。�
